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　Minimal　Intervention（MI）の
概念が定着した昨今、う蝕治療ほど
過去の治療法から大きく変化したものは
ないかもしれない。

　特に初期う蝕病変のマネジメントは、
病変とその患者のリスクを時間軸の
なかでアセスメントする必要性が強く
求められるようになった。

　低う蝕時代を迎えた今だからこそ
考えなければならないう蝕病変の
診査・診断、そしてマネジメント方法を、
この１冊に集約！

う蝕病変を目にしたとき、

削る・削らないの臨床判断を
どのようにしていますか？

低う蝕時代ならではの“う蝕のマネジメント法”を、

あなたは知っていますか？



削るう蝕　削らないう蝕 冊注文します。
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介入・非介入の判断を下す際に必要な診査法から、
歯を守る『再石灰化促進療法』と修復処置まで、

「患者との長い時間軸でのお付き合い」をキーワードに検証する
う蝕マネジメントの新スタンダード！


